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ワークショップ

近畿病院図書室協議会第８７回研修会

専門性を考えるいくつかの視点

１．はじめに

ワークショップをおこなう前に、病院図書

室のめぐる環境の変化と、５つの専門性の要

件を中心に材料捉供を行った。要件とは、①

病院図書館員の教育 ②病院図書館長の知識

と技術 ③倫理的な規範 ④労働環境 ⑤資

格制度化の５点である。

２。図書館と医療をめぐる動き

図書館をめぐる動きでは、一昨年の末に文

部省の図書館建設補助金の廃止が決定され、

今後の図書館建設に大きく影響が出ることが

予想されている。日本図書館協会の調査によ

れば、いくつかの自治体で、すでに計画を断

念していることが明らかになっている。

実際、図書館整備率は、わずか５４．９％を超

えたところで（図書館整備率とは町村を対象

にしたもの）、人口１万人未満の町村は自治

体の約６割を占め、その設置率をみればわず

かにに＼９％にすぎない。すべての国民が平等

に図書館サービスを受けるという前提からみ

れば納得のいかない決定といえるだろう。

また、国庫補助を受ける際の館長の司書資

格要件の廃止や、同じく司書の配置基準など

を含めた最低水準の廃止、加えて、図書館

サービスの無料原則の見直しなどを含めた図

書館法の改正が計画されている。これら一連

の動きは、国がこれまで実施してきた図書館

政策に関する方針を大きく転換レ、公共図書

館のおり方を根底から揺さぶっているという

意味で「かつて経験したことのない」事態と

いえるのではないだろうか。

一方、医療をめぐる動きも厳しいものがあ

る。医療費の抑制政策の中で、医療機関の約

６割が赤字という厳しい経営状況にあること

から病院の収支でいけば、たいした額でもな

い（本来大切な）図書費までもが削減された

り、チェックが厳しくなったり、担当者であ

る図書館員の労働環境にも影響が出はじめて

いる。

３。病院図書室の果たす役割

厳しい状況ではあるが、一方で病院図書室

の果たす役割もしだいに鮮明になってきてい

る。

１）教育施設としての病院の役割

臨床研修指定病院の指定基準［臨床研修病

院の指定基準及び病院群による臨床研修病院

の指定基準の運用の４［Ｄ］に、『「基準におい

て、研修、研究に必要な図書、雑誌の整備が

行われていること」としているが、その内容

は、内外の専門図書及び雑誌を有し、かつ、

年間少なくとも ２００万円以上の図書を購入し

ていること。又、十分な図書、雑誌の活用を

図 るためには専任の職員を置くことが望まし

い。』と位置づけられている。

内容に関しては、非常にお粗末なもので、

２００万円の予算で必要な図書がいったいどれ

だけ買えるというのだろうか。専任職員にお

いて も置くことが望ましいにとどめられてい

る。しかし図書室や専任職員のことが明記さ
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れているかいないかでは大きな違いがあるこ

とも事実である。

また、学会の教育施設の認定基準にも図書

室の必要性が認められつつあるようだ。これ

らも、十分とは思えないが病院図書室や、病

院図書館員の役割が認識されはじめているい

うひとつの現れと受け取ることもできるので

はないだろうか。（『病院図書室』１７（４）’９７学

会教育施設の図書室規定一アンケートを実施

して参照）

２）研究・学会発表・論文執筆の活発化

医学の急速な発展の中で、専門分化が進み

各学会でも専門医の認定がおこなわれている。

その要件の中に、学会発表や論文執筆などが

要件となっているものが多い。

医師以外の職種でも同じ傾向にあり、院内

で多数を占める看護部門においても、研究活

動や論文執筆活動も活発化している。また、

各職種を対象にした専門雑誌でも、学会発表

や論文の書き方などの記事が日につくように

なってきた。

３）患者への医療惰報の提供の動きーインフ

ォームド・コンセント、患者の知る権利

の高まりー

インフォームドコンセントや患者の知る権

利の高まりの中で、医学書などの専門書を患

者に提供している先進的な病院図書室の実践

が、新たな病院図書室の役割を内外に知らせ、

そこで働く病院図書館員の役割に注目が集ま

りつつある。

また、これらの流れの中で、日本医療機能

評価機構がおこなっている病院機能評価事業

がある。その評価項目の図書室を項目をみて

みると、

図書室が適切に管理されているかについて

は、

・専任の図書室実務の管理者がいる

・院内の各種専門職種の生涯研修に配慮した

専門雑誌の購入がおこなわれている
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・図書に関する情報が定期的に知らされてい

る

・図書が中央で一括管理されている

・図書の分類、整理が行われている。

また、その他、図書室機能の有効利用する

体制があるについては、

・文献検索ができる

・文献入手の支援体制がある

・利用のための便宜が図られている

などが挙げられている。

以上、病院図書室の役割について紹介して

きた。おかれている状況は非常に厳しくなり

つつあるが、同時に利用者が病院図書室や病

院図書館員に求める内容が高くなってきてい

ることもまた事実である。

４．専門性の要件について

１）病院図書館員の教育

病院図書館員の専門性を確立するためには、

体系づけられた一定の教育によって得られる

専門化された知的技能を習得している必要が

あると思う。

近畿病院図書室協議会と病院図書室研究会

の共同研究班が行ったアンケート調査結果に

よると、約６０％が司書資格を有し、約４０％の

方は司書としての基礎教育を受けていない。

また、入職時に業務に必要な教育を受けた

方が約３０％という結果になっている。従って、

多くの病院図書館員は、入職時に必要な教育

を受けていないことになる。

これら点から、司書資格を有していなくて

も病院図書館員としての役割を果たしていけ

るのか、また、入職時に研修を行わなくても、

業務に支障はないのかなどの視点から論議を

深めることもできるのではないだろうか。

従来の司書教育と病院図書館員の専門性と

いう視点からみて、このアンケートでは興味

ある結果がでている（資料１）。病院図書館

員の業務内容で、ａ）資料の選択，ｃ）情報の加

工，ｈ）相談業務，ｅ）利用指導、ｋ）統計と報告
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書の作成などで、有資格者と、無資格者では

約３０％の格差が生じている。これらの結果は、

専門性を考える上で、ひとつの手がかりとす

ることができるのではないだろうか。

また、研修会との関係でいえば、仮にすべ

ての研修会に参加したと仮定して、はたして

それで必要な専門性がすべて習得できるだろ

うか。研修会で得られるものと得られないも

のがあるとすればいったいそれは何なのだろ

うか。

これら点が明きらになれば、専門性を育て

発展させる教育なるものがみえてくるかもし

れない。

２）知識と技術

病院図書館員に必要な知識と技術ついて考

えてみたい。病院図書室の環境の変化の中で、

大きく変化した点は、情報テクノロジーの急

速な発展と、医学情報の電子化が挙げられる。

これらのデータベース資源やインターネット

資源は、これまでの印刷資源に加えて、新た

に必要とされる知識と技術といえるでだろう。

単なるメディアを取り扱う技能の習得に限

定されるのではなく、そうした技能を基盤と

して、更にその上の情報の判断力、発信能力

とを絡めたコミニュケーション能力の形成を

めざす新しい分野の知識と技術が必要となっ

てきているといえる。

医学やその関連分野の知識と技術について

も、私たちは、医療の専門職を利用者として

仕事を行っている以上、レファレンスや文献

検索を行う上でも、その知識と技術があるか

ないかで結果に大きな差が生じることは言う

までもない。診療情報管理士の資格もお持ち

の方から、その教育で学んだ知識が、図書館

業務でも役立っているとお聞きしたことがあ

る。医学知識を習得する教育が病院図書館員

にも必要ではないかと痛感している。

資料整理・管理のための知識と技術の習得

は言うまでもなく基本である。きちんと整理

され管理された情報であるからこそ必要な情

報を取り出すことができ、図書館の基本とい

えるべき事柄である。これまでの、印刷資源

に加えてデータベース資源、インターネット

資源をどう整理管理するかも、ひとつの課題

となるのかもしれない。

３）倫理的な規範

専門職として倫理的規範を作成する目的は、

社会的にその職種の存在価値をアピールする

ことと、内部の結束や自覚を高める役割があ

る。

まず、紹介したいのが「図書館長の倫理綱

領」である（資料２）。その中の利用者に対

する責任で「図書館員は利用者の秘密を漏ら

さない」とあるが、大阪府立母子総合医療セ

ンター図書室の貸し出しシステムは、まさに、

この倫理綱領を忠実に守ったシステムといえ

るのではないだろうか。誰がどの本を読んだ

のか、返却されたあとには記録が残らないの

で、利用者のプライバシーを完全に守ってい

るといえる。（『病院図書室』１６（０’９６ 効率

のよい雑誌管理について参照）

また、ある病院の管理者が、特定の利用者

がどの資料を利用しているか、提示するよう

にと図書館員に指示があり、どうすればよい

か悩んでいるとの意見を聞いたことがある。

「図書館員の倫理綱領」に従えば、秘密を漏

らさないことになるのだが、果たして機関か

らの要請に対して、病院図書室としてそれで

よいのだろうか？。やはり、独自の倫理的な

規範が必要なのではないだろうか。

また、今後利用者が患者にまで広がる可能

性も十分にある。患者に医療情報を提供する

場合は、非常に難しい問題が残されているが、

この点では、京都南病院の図書室が先進的な

取り組みをされているので、少し紹介させて

いただくと（資料３）、これは京都南病院が

「医学書の利用について一医師から患者さん

と一般の人々ヘー」として紹介されているも

のである。病院図書館員の倫理綱領を考える

上で、たいへん参考となる資料ではないかと

思う。また、京都南病院図書室司書の山室真

知子さんが、ある患者団体の機関誌で、「司
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資料１

病院図書館員認定資格制度に関する予備調査

医学 専門 書の利 用につ いて 一医師 から患 者さ んと一 般の人 々ヘ ー

京都南病院広報紙「みなみ」第＆３呵（１９９７．１２．１５兄行）ｌｉＢより

当図書室の「一般図書コ―ナー」に食事療法など

の一般向きの医学書が約５０Ｏ冊用意してありますが，

今年の初めから医学・医療の専門書の一部を患者さ

んやｉｔｌｌｉｉＳの方々にも自由に利用して頂けるようにし

・ました。

［医学専門會公開の目的］

最近，インフォームド・コンセントの拡がりで，

患者さんへの脱明と患者さんの理解同意が治療効果

をｌＢｉ＞ｉるというｉ忍識が拡がってきました。

これは，「なにも解りませんから．検査や治療は主

治医に全てお任せします」と言うのではなく，‥自分

の病気を正しく知ることが，治療に好結果をもたら

します。

主治医または担当医から説明がもうひとつ良く解

らない．または納得できないというときに，図書室

で医学専門誓で学んでもらおうと「医学専門書コー

ナー」を設けました。

私たちが「医学専門書コーナー」を吸厦した目的

は．患者さんと主治医とがより良い話合いをすすめ

ていくときの手助けをしたい，そして病気の回復に

役立てて欲しいと願ってのことです。 図吝室で得た

知識をもとに主治医とよく話合い． ，ｆｉ 者さん。にとっ

て納得のいく治療が展問できれば本 も本望のことと

思います。

［利用のしかた］

（１） 医学専門書は主治医と相談しながら読ｔ れる

のが一番良いと思いますが，主治医に内紬で統みた

いときもあると思います。医学専門書も自分で選ん

で，手にとって読むことができますので．碓がどん

な本を統んだのかの秘密は守れます。

ご自由に安心してご覧下さい。

（２） 「医学専門嗇のコーナー」には。医学辞書類・

生理学・解剖学などの基礎医学書と内科・外科・小

児科などそれぞれの専門診療科目別の テキストブッ

ク，つまり各科の基本となる串柄について書かれて

いる医学書があります。また薬の解脱書もあります。

病気の大ざっぱな知ｓａ．概念を知りたいと きや． 担

当医から脱明された専門用語の意味が解らないとき

には．医学辞典．医学用語辞典， テキストブックが

役に立ちます。また解剖図譜は．脳や肺臓や心臓や

腎臓あるいは胃，認識などの臓器がどこにあるのか，

それぞれの関係を祠べるのに役立ちます。 さらに詳

しい医学専門書を必嬰とする時には図嗇室の係（司

書）に気軽に戸を掛けて下さい。出来 る限りのお手

伝いをします。また，図會委員会のメンバーの３人

の医師も，本の内容についての相訣にのることになっ

ています。

（３） すべての図書館（室）では係りの人（司書）

は「暗が何を詞べたか，どんな質問をしたか」を他

の人に洞らしてはいけないというルール（決まり）

があります。

当院の図書室でもそのルールを守っていますので，

安心して相談して下さい。

［医学専門書の利用にあｔＺｒ，てのお願い］゚。”

患者さんやその家族の方々が医学専門番を利用さ

れる時には次のことを確ｉｓして下さい。医学書に書

いてあることは。

（１） 特定の治療方法を薦めるためのものでは決し

てありません。それ以外にも治療方法はあ るでしょ

う。

。（２） 患者さんの病気に関する知血全てではありま

せん。病気に関する知識はどんどん変 わっています

し，他の考え方もあるでしょう。

（３） 患者さんの現実の状態と完全に一致するもの

ではありません。患者さんの臍ｍは年齢や病気の迦

み具合などにより千差万別です。同 じ岡名を持つ忠

者さんでも病状や治療方法は一人一人で異なります。

以上のことを理解して利用して下さい。

おわりに

患者さんやそのｍ．ｍ．に利用して頂く目的は図 書室

も病院の治療チームの一貝として患者さんの１日６

早い病気からの回復を願うからです。図書室で 得た

知ｍ．をもとに主治医とよく話合い，患者さんにとっ

て納得のいく治療が展開できれば「医学専門書コ ー

ナー」も本望のことと思います。

せいぜい役立たせて下さい。それが医学・医療情

報のより良い開放につながっていくことと思います

ので。

京都南病院図書委員会 戸ｍｍ茂雄
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図 書 館 員 の 倫 理 綱 領

日 本 図 嗇 拉 協 会
１ ９８ ０． ６．４ 総会決議

この 倫理 綱領は．「図 書館の自由に 問する宜言」によっ て示 された図Ｂ 館の社会的責任を 自賞し 、自らの職責を遂行し

ていくための 図書肛貝 としての 自涼的 規範である．

１． 虻雰に示されたｌｉ 誓如の社会的責任

こよらな け ればならない．この網

によって 、自らの姿勢をただすた

張を目的 と るものでなく、すべ

て、図書朗

竃

社会の有用な槻間た

のことである．綱領の各条項の具体化に 当たって

２． ｍ領の 内容 はこ れまでの図ｆｆ 館活動の実 践の中から生まれた もので る ．そ れを倫理綱領とい う形 にまとめた

のは、 今や 個人の献身や一 鉉の舅力だけで は図書館本来の＼ 割を果た

季
こ とができず、図 番館貝という職業集団

の総合 的な舅力が必要となり、かつ図■Ｓ 館貝のあるべき
（Ｄｉｐ

図 書館貝と利用 者 と．図書 館を設置する機関また

は団 体との 三者が．共に考えるべ き段階に 立ち至つたからであ る ．

つ
も

４． この祠 は．すべての図書総貝が知狸，知内の地位、琉 び司番資格の有無にかかわらず、綱阻を` して図書
館の役割
で
理解し、ｍ領実現への努 に 極的にｌｔが『する

賢
をｍ待している．さらに、図番ｍに働く

ｉ
ランティ

アや図嘗知同種施設に励く人ぴと．
ｉｌａｉｌ腹

にか わヽる人びと等による理解をも瓦１んでいる．

５． 蛸の棟成は、 ｎ貝佃人の愉理規定にはじまり．％綸体の一貝としての図 知員の任務を考え、ついで図書
知
裔
および図書館ｍ のÅびととの協力に及び．ひろく

ｌｌ
会における図書館員の

票
たすべき任翻に至っている．

（図 書館 員の 基 本的 態度 ）

気Ｉ 一図書岫員は、社会の期待と １用者の 求を基本的なよりどころとしてｎ 務を迦行 する．
図誓総は社会の刈待とｐ用者の要

１
の上に
混
する．そして、ここから国民の知る自由の保障という図書館の目的も、

またすべてのＨＥへの資
裂
提供という基本機施も導き出される．したがって、図書館へのあらゆるＫ）ｉ待と要求とを的確に

誓握し、分析し、かつ予測して．期待にこたえ，ｇ求を実現するように努力することこそ、図書館員の基本的な照厦であ

提としてはじめて．潜在要求をふくむすぺての要求に対応し．資料の収集・提供活動ができることを自覚すべきである．

（研條につとめる責任）

（ｍ織体の一員として）

）資料を知り．（３）利用者と資料を結びつけ
い．そのためには、個人的．集団的に日幇不断
る専門知ＳＳとして集積されていくのである．そ
は、自主的研修にはげむと共に研修条件の改善

第７ 図書虹貝は、自餌の運営方針や奉仕計 画の策定に積極的に参画する．
個々の図書ｍ員が積極的な姿勢をもたなければ、図書館は適ｇ・円滑に３営することができない．１２書館員（ｉ．その図
書館の設置目的と利用者の要求を理ｍし． 貝が運甘方針や奉 計画等を 分理解していなけれぱならない．そのために
は、図書総員は計画等の策定にたえず間心

畜
もち．積極的に参加するようつとめるぺきである．

箔９ 図書館 Ｉｔ，図書館皐仕のため適正な労働条件の確鳶につとめる．
組ｍ体の一

罷
して図書総貝の自覚がいかに高くても、劣否 ぶ労働粂件のもとでは、利用者の要求にこたえる十分な活

動ができないばかりか、図書館貝の 康そのものをも維持し Ｓたい． 正数の瞰員配ｓ．をはじめ、 災害や瞰業病の防
止．（９人図 総員の母性保護等、適

Ｍ；
図愚郎ｓ 仕が可９な労ａｎ条件

蓄
瞰ｔ呆し、ｍｉやすい職 づ

Ｉ！
につとめる必ｍが

あ
．ＷＡＨｆ

総員は図番総盾仕の向 のた 、図≪ｔａに ３ける労助の独自性について自ら追

ｌ！１：
ぺ である．

Ｊ Ｉ曹３ 晶 晶
図番鉛間の理解と協力につとめる．

図書ｍ ’本来の目的を達ｉ．するためには、一館独自の働きだけでなく．呆綸的に活勣する必－Ｓ がある．各図書館は館
≪・地域・設置者の １Ｉをこえ．理ｍと協力につとめるべきである．図書館

Ｅ
はこのことをすべて制度上の間咄こ帰するの

でなく、自らの瞰業
型
の姿勢としてとらえなけれぱならない．図書館間の 互協力は、白総における十分な努力がｔａ提と

なることを忘れてはならない．

（文化のＶｉｍ．への寄与）

Ｓ５２

こ ；；ニ ね
．． －

．
ニ’ニ ー ふ十十ふ十－－Ｊ 十－十・／十－十●／ ● 十四十●

遼 燈 ｍ ご 詰 誼 肩

４９Ｉ Ｆ^－Ｉ＆４ｃｒ

巡 回 猫 轍 浸 冠 ｜監 赫 塁 頴｜鱗 難

瀧 躾 誤 回 鎚
沼
雨 諭 眉 雪 丿 賄 囲 阻 ｍ ｍ 昿 浦 河 揖 端 居 黙 回 心 滋 議

・ 四 回 諭 韻 詔 齢 ｍ ｒＭ 競 匹

すべきである．

｜
箔Ｉ２ 図書館員は、 者の立場に立って 版文１の発展に寄与するようつとめｉ＞．

縦 貫 回 滋 綴 堅 殷
丿 貼 ｍ ｍ 殲 円 渕 ｍ ｍ ｔｍ ｍ

灘 諭
絲

荊 四
回 腸

涼 麟 雛 難 綴 卵 Ｕ
．り 。Ｈ嬰 賢 慧 智 間 Ｓ器 ＞３ぷ臨 や≫Ｓ５５。｛ｆｔ？：ヽｉ：－ｃａ，え９ｊ９・鸞 認・ｎ・１，

まざまな
晟
力や干渉に
廼
して明かしたり．またはこ注 に漏らすな

笹
、利
｜

い。このことは、図書館？ｇ動に従事するすべての
ｆ
び
笹
に以せられた責秘である。

（資科に閲する責任）

第４ 國書館員は図書館の自由を温 、 料 の収集．保存および提侠につとめる．
図書館貝は．専門的知識と的ｌ な判ｒとに づいて≫料を収集し．組織し、保存し、ｌａ極的に認供ぶる．そのために

は 資 の 提ｈの自由を侵すいかな
Ｉｔ．ｖ．ｍ

裔
をも受け れてはならないし 人的なｉ 心 好みによる資料の

収集 ．
ｌａ
供４
！？
てはｆ£らない． 図書郎貝は． 的報酬や佃人的

ゐ
益を求めて．資料の収集・提供を行ってはならない．

第５ 図書館員は常に資料を知ることにつとめる．
資料のひとつひとつについて知るということは決して容易でよないが．図 鎧貝は常に資料を知る努力を怠ってはなら
ない．資料についての十分な知Ｊ３はヽこれまでにも図書知貝に

＾
する最も大

要
な期待のひとつであった．図ｍ に対竃る

要求がＭｍ的に増大している今日、この期待もいちだんと高ｔっていることを忘れてはならない．さらに、、．の知以 前

日本図書館協会は、わが国の図書館の現状にかんがみこの倫理ｍｍを作成し、 唱する．本協会はこの綱領の維持発辰
につとめると共に．この綱領と相いれない≪悲に対しては、その改善に向って

Ｊ
に努力する．
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書の立場からすれば見たいと言われる本はす

べて見せてあげたい。知る権利や学習権を守

るために。しかし、病院図書館の司書の立場

としては専門書を読んだ後の患者のことも考

えなければならず悩んでいました」また。

「司書は資料探しを手伝う一方で、図書室で

の本を探すことを知られたくないという患者

さんのプライバシーも尊重します」と語られ

ている。この言葉には倫理的規範を考える上

で、とても深い意味をもつものだと思えてな

らない。

４）労働環境

「労働環境」についても、同じく共同研究

班のアンケートの報告では、正職員が７２％、

非常勤職員が１９％、派遣職員が６％となって

いる。また、専任が５９％、兼任が４０％となっ

ている。ちなみに配置転換の可能性ありと回

答している方は全体の約半数（４７％）あった。

これらの結果を、雇用形熊別業務内容、勤

務形態別業務内容、資格別業務内容を個々の

業務実施率で比較されているので、討議をす

る際に参考になると思う。（資料１参照）

少し見てみると、正職員と非常勤職員では、

全体として正職員の方が、実施率が高い結果

がでている。中でも、ｊ）予算管理、ｋ）年次統

計と報告書作成で約２０％の差があり、ａ）資料

の選択では、１５％の差がでている。また、正

職員と派遣職員では、ａ）資料の選択、ｈ）相談

１１２－

病院図書室 Ｖｏｌ．１８Ｎｏ．３，１９９８

業務、ｊ）予算管理、ｋ）年次統計と報告書作成、

Ｄ広報活動で、２０％以上の差があり、正社員

の実施率が高くなっているようだ。

専任か兼任かの勤務形態別業務内容でみて

みると、全体として、専任の業務実施率が高

くなっています。中でも、ｈ）相談業務、ｋ）年

次統計と報告書作成などで２０％以上の差がで

ている。

５）資格制度化

資格制度化の問題だが、共同研究班のアン

ケート結果で、そもそも「認定資格制度」を

必要とするような専門性はあるかという問い

に、約７０％の方が「ある」と回答されている。

また、こういった制度を作ることに約８０％の

方が賛成している。

資格化することのメリットとして、①新し

い業務領域の出現を社会に広くアピールする

資格 ②新たに出現したその業務の技能を保

持していることを証明する資格 ③その業務

分野の専門職にふさわしい高度な能力を持つ

ことを証明する資格 などが考えられる。

５。おわりに

今回のワークショップは、図書館員に焦点

をあてだものとしては、おそらくはじめての

試みであろう。今後の論議の第一歩になれば

と思う。

（文責：総合コーディネーター 前田元也）
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